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綱
島
梁
川

の

〈見
神
〉
論
と
明
治
末
期
の
文
学

益

田

拓

本

論

で
は
、
明
治
末

期

に
流
行

し

た
綱
島

梁
川

の

〈
見
神

〉
論

に
注

目
し
、

同
時

代

に

お
け

る
文

学

の
繋

が
り

に

つ
い

て
考

察

す

る

こ
と

で
、
自

然
主

義

や
反

自
然

主
義

と

い

っ
た
文

学
史

的
な

対
立

の
中

に
梁

川

の

〈
見
神

〉
論

や

、

そ

の
理
論

的

骨

子

で
あ

る
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム

の
影
響

を

明
ら

か

に
し

た
。

第

一
章

で
は
、

綱
島

梁

川

の

「
予

が
見
神

の
実
験

」

に

お
け

る
修

辞
上

の

戦
略

を
分
析

し

た
。

「
予

が
見
神

の
実

験
」
技

巧

を
用

い
る
こ
と

の
な

い
自

身

の
経

験

の
描

写

を
基

に

し

て
、
検

証
不

可

能
な

宗
教

的

真
実

へ
と
読

者

を
導

く
プ

ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ

ム

を
理
論

的

骨

子
と

す

る

レ
ト
リ

ッ
ク
が

用

い
ら

れ

て

い
た

。

第

二
章

で
は
、

第

二
次

『
早
稲

田
文

学

』

に
お

い
て

〈
見

神

〉
論

が
自

然

主
義

と

プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
と

に
結
び

付

け

ら
れ

て

い
る

こ
と

に
着

目

し
、

そ

の

つ
な

が
り

を
検
討

し

た
。

『
早
稲

田
文
学

』

に
お

け
る
自

然
主
義

的

な
文

学

と

は
、
技

巧

を
用

い
る

こ
と
な

く

、
主

観
的

な
内

面

の
告

白

が
す

な

わ
ち

社
会

に

お
け

る
客

観
的

な
真

実

と
な
り

得

る
も

の
を
指

し
、

〈
見
神

〉
論

や
プ

ラ
グ

マ
テ

ィ
ズ

ム
的

な
要

素

を
も

つ
作

品

で
あ

る

こ
と

を
、

小
栗

風

葉

「
青

春

」

の
分
析

を
も

と

に
明

ら
か

に
し
た

。

第

三
章

で
は
、

自
然

主

義

と
対
極

に
お

か
れ

る
反

自
然

主

義
的

な
作

家

と

し

て
位

置
づ

け
ら

れ

て

い
る
泉
鏡
花

が
書

い
た
連
作

小
説

「春

昼
」

「春

昼
後

刻

」

の
分

析

を
行

っ
た
。

こ
の
作

品

に
は

〈
見
神

〉

の
実

験

が
物

語

の
中

で

引

用

さ

れ

て
お
り

、

か

つ
、
第

一
章

で
見

た

「
予

が
見
神

の
実
験

」

の
修

辞

上

の
戦
略

が

用

い
ら

れ

て

い
る

こ
と

を
明

ら

か
に

し
な

が
ら

、
反

自

然
主

義

的

な

立
場

に
お
け

る
鏡

花

に

お

い

て
も

ま

た

〈
見
神

〉
論

や

プ

ラ
グ

マ
テ

ィ

ズ

ム
に
関

連

す

る
要
素

が

あ

る

こ
と
を

明

ら

か
に

し
、

そ

の
上

で
、

鏡
花

の

描

写
論

を
検
討

し

た
。

鏡

花

の
描

写
論

も

ま
た

、
主

観

や
客

観

と

い
う
対

立

に
囚

わ

れ

る
こ
と

の
な

い
、
新

た

な
文

学

の
在

り
方

を

模
索

す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
終
章

で
は
、

自
然

主

義

と
反
自

然

主

義

と

い
う

、

新

旧

の
争

い
の
歴
史

と

し

て

の
文

学
史

の
両

極

の
中
間

項

と
し

て

〈
見
神

〉

が

あ

っ
た

こ
と

を
踏

ま

え

、

〈
見
神

〉
論

が
、

同
時
代

の
作

家
達

が

目
指

し

た
新

し

い
文

学

の
パ

ラ
ダ

イ
ム

と
深
く

関
係

し

て

い
る

こ
と

を
示
唆

し

た
。

以
上

の
よ

う

に
本
論

は
、

〈
見
神

〉
論

と

い

っ
た

歴
史
的

社
会

的
な

文
脈

を

補

助
線

と

し
な

が

ら
明

治

末
期

の
文

学

を
顧

み
る

こ
と

で
、

こ
れ

ま

で

に
蓄

積

さ

れ

て
き

た
文

学
史

と

い
う

仮
構

物

に
対

す

る
、

別
様

の
可

能

性

と
し

て

の
文

学
史

を
紡

ぎ

だ
す

こ
と

を
試

み
た
。
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限定副詞 「むしろ」と形容動詞 「逆に」新用法についての研究

岩 永 一 啓

限定副詞の中に、先行研究や辞 典で意味 を 「比較 ・選択 ・評価 ・判断」 とされる 「む し

ろ」がある。他 の似た意味の限定副詞 よりも価値 ・状況 ・能力 ・範囲 ・程度の差 を幅広 く

設定することの出来るのは 「む しろ」だ。 しかし近頃、文頭な どにおいて これらの意味の

希薄な使用が されているように感じた。た とえば、

(1)X:「 困 ったことがあるんだ。助けて くれないか。」

Y:「 む しろなにをそんなに困るんだよ。」

(2)X:「 課 題の印刷 した?」

Y:「 む しろまだ書けてない。」

(3)X:「Yの 話ってた まに下品だよね。」

Y:「 ごめんね。」

X:「 あ。むしろお もしろいよ。」

類似 したものに形容動詞 「逆だ」の連用形 「逆 に」がある。たとえば、

(4)X:「 お前授業にちゃん と出て るのか?」

Y:「 逆 になんで出てると思ったんだい。」

(5)X:「 明 日は車で行 こうかな。」

Y:「 逆に電車でいったらどう。」

X:「 いや、車なら逆に早いか ら、そ うするつもりなんだ。」

「逆 に」について 『現代用語の基礎知識2015』 に は 「ログセ」の項 目 として 「「実際の

ところ」「別の見方をすれぼ」 くらいの意味でつかわれる。」 と記述 されてい る。このこと

か ら 「む しろ」 「逆 に」 に従来の意味 よりも意味が弱 まった、 または変化 した新用法が出

て きているのではないか と考え、その検証を研究の目的 とした。

意味論 ・構文論を中心に新用法 として研究 を行い、「む しろ」では新用法 と従来用法の

間で前後 にくる言葉の 「評価的条件」に違いが見 られ、別の用法 と見なす根拠 になった。

「逆 に」では 「語彙的制約」の差 は見 られ なかったが
、「評価的条件」では新用法は比較

項Aに くるものが、基準であることよ りも話者 にとって想像 しがたい ものや意外性のある

もの とい う要素が強 く、そして比較項Bの 反対の程度にも差が見 られた。 「逆に」の新用

法は 「む しろ」の新用法 に近 いもの と考 えられ る。 「評価 的条件」の比較 を行 うと、比較

項Aで は、 ともに話者に とって考えられない意外性を持った ものが入 るとい う点が共通 し

ている比較項Bは 「否定す る」 と 「反対」 とい う近いニュアンスを持 っていることが分か

った。
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「オ ノマ トペ+す る」研 究

NguyenThiBichTram

どの国の言語 もオノマ トペは豊かな単語の宝庫の中の大切な一部であ る。 それに日常生

活のコミュニケーシ ョンでオノマ トペンでもオノマ トペはよく使われている。 日本語 を学

習する外国人にとって、 日本語オノマ トペは非常に複雑である。 そのため、 日本語の学習

と研究は簡単なことではない。 しかし、難 しいか らこそ学習者 と研究者 に対 して面 白さを

与えて くれ るものである。

本論 は 「オノマ トペ+す る」形式 に着 目し、 アスペク ト、 「と」の使用 の分析、文の構

成の分類を検討 した。 また、認知の観点でオノマ トペか ら 「オノマ トペ+す る」形式への

意味の拡張について検討 した。

オノマ トペと 「オノマ トペ+す る」形式の意味 ・用法について検討し、 このよ うな語の

特質や文法特性を明 らかにした。「こそこそす る」「ち くち くする」 「ごろごろす る」「ぴり

ぴ りする」 「ぼたぼたす る」が分析の対象である。小野 『擬音語 ・擬態語4500日 本 語オノ

マ トペ辞典』 とコーパスを参照 し、意味面 と文法面 に関 し、「オノマ トペ+す る」形式の

特徴を明 らかにした。

オノマ トペの指導 ・学習について少 し述べておきたい。オノマ トペを学習する とき、共

感を持ち、興味があれば、身につけやす くなると思われる。 したがって、初級 ・中級 レベ

ルか ら、教科書で現れるオノマ トペを指導す るときには、関連語 も一緒に入れて説明し、

できれば生教材(漫 画、新聞、インターネ ット、アニメ等)も 利用す ることが 良い と思 う。

オノマ トペ指導 は重要 な課題だ と考えられ る。
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あらゆる教科の学習の前提として必要な言語能力の効果的な育成方法

勤務校における実践をふまえて

中 井 政 治

本論文は、生徒 の学習能力の向上を目指 し、様々な教科の学習の前提 となる言語能力の

育成方法を考え、実践し効果を検証 したものである。

第1章 では、これまでの勤務校で学習指導をおこなってきた生徒たちの現状 と問題点、

改善法 について述べ る。そこには、語彙の少なさから、教科書に出て くる言葉(用 語)の

意味が理解で きないために文意が読み取れない、すなわち学習内容に入 り込 めない生徒の

苦 しさがあった。それは、言語活動 を活発化 させ ることによ り改善できるのではないか と

考 えられた。

第2章 では、現任校(奈 良県立山辺高等学校)に おいて総合学科の時代に取 り組んだ内

容 について述べ る。総合学科のクラスでは生徒達 の選択する授業内容 は多岐にわたる。ま

ず はクラス担任 として読書活動を推進することにより、 どの教科の学習にも役立つ言語能

力の向上にな ることが明 らかになった。また、言葉の学習に主眼を置いた学校設定科 目 「チ

ャレンジ日本語」 などを設け、実施 した。

第3章 では、現在、3年 次の生物科学科植物 コースの生徒お よび普通科生活文化 コース

の生徒 に対 し、おこなっている学校設定科 目 「新聞活用」お よび 「読書」の授業内容およ

び効果 について述べる。

第4章 では上記の取 り組みについての考察 と提案 を述べ る。

言語能力の効果的な育成 における 「新聞活用」および 「読書」の組み合わせは、画鋲理

論」 と名付 けた仮説に基づ く。 「新聞活用」の授業を通 して この世の中で起 こっている

様々な事象 に触れ、現代社会で必要 な語彙の習得 にっなげる。 それ と並行 して行な う 「読

書」の授業では、1つ のテーマにつ いて書かれた作品を作者の意図を念頭に置きなが ら、

最初か ら結末まで読み通 して思考の深化を図る。幅広 い語彙 と深い洞察力の育成、この2

つ を通 して言語能力を高めることが、あらゆる教科の学習理解に寄与すると考える。

まだまだ、端緒についたぼか りで、授業 内容(題 材)の 選定や授業方法の改善が必要 と

思われ るが、今後 も継続 して取 り組みたい と考 えている。
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